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１．第１回まつだ子どもカフェの概要 

（１）目的 

松田町に在住または在学している子どもたちから、子どもたち目線のまちづくりについて意見

を伺い、今後のまちづくりに反映させることを目的とする。 

 

（２）開催方法 

対面方式でグループディスカッションを実施。 

 

（３）開催日時 

○小学生、中学生向け  令和５年７月２９日（土） 15:00～17:00 

○高校生、大学生向け  令和５年８月 ６日（日） 13:30～15：30 

                    

（４）参加者数 

○小学生、中学生向け ２0名 

松田小学校 １年生 １名、３年生 2名、４年生 4名、５年生 7名、 

寄小学校    6年生 １名 

松田中学校 １年生 4名、2年生 1名 

○高校生、大学生向け 

   高校生 ２年生 ３名、３年生 24名 

 

（５）実施内容 

  3つのグループに分かれ、３つのテーマにそれぞれ意見を出し、発表を行った。 

コスモスグループ 寄地区のこれからについて考えよう 

さくらグループ 松田山のこれからを考えよう 

ロウバイグループ 松田町の買物環境 「お買い物」について一緒に考えてみましょう 
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２．小学生・中学生向け 

（１）発表内容 

コスモスグループ：寄地区のこれからについて考えよう 

寄地区に必要なものについて意見交換がされました。 

【遊べる施設】 

・テニスコート、ボウリング、パチンコ、映画館、カラオケ、バッティングセンター、公園 

【商業施設】 

・デパート、コンビニ、ＣＤ販売店、アニメグッズ販売店 

【飲食施設】 

・ファーストフード店、フライドチキン店 

【観光施設】 

・遊園地、水族館、動物園、バンジージャンプ、宿泊施設 

 

などの意見をいただき、寄地区に人を呼び込む、また、呼び込まれた人が滞在したいと思えるよ

うな施設が必要、と発表されました。 

 

 

■コスモスグループのワークシート 
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さくらグループ：松田山のこれからを考えよう 

松田山のこれからについて意見交換がされました。 

【松田山に必要なもの】 

・広い公園、遊具、魅力ある公園などの意見がありました 

【松田山に人を呼び込むには】 

・一年中楽しめるように花をもっと植える 

・もっと道を広くする 

・今ある場所を活かし、イベントを行う 

・公園（風車・水車(発電可能な)）を作り、ブドウを植える（みかん以外の果物） 

・安全に行けるように蜂などもっと自然を利用する。 

・蜂を使って養蜂し、はちみつを作る 

 

などの意見をいただき、松田山に人を呼び込むための設備と、イベントについて活発な意見

が発表されました。 

 

 

■さくらグループのワークシート 
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ロウバイグループ：松田町の買物環境 「お買い物」について一緒に考えてみましょう 

松田町の買い物事情について意見交換がありました。 

【松田町に欲しいお店】 

・衣類店や食料店、飲食店、総合商業施設等、また、観光施設も欲しい 

・多くの子どもが食料店と飲食店が欲しい 

 

などの意見をいただき、町での買い物が不便なので、意見に出したようなお店が欲しいこと、

また、自分たちにできることは、今ある町内のお店で買い物をし、地域を支えることだと発表さ

れました。 

 

 

■ ロウバイグループのワークシート 
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■子どもカフェの様子 
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3.参加者アンケート結果 

 

参加者の感想としては、カフェを楽しみながら、人の話を聞き、まちへの関心・興味が深まったこ

とがうかがえる。次回の参加意向も高い。 

 

（１）参加して感じたこと 

 

 

（２）今後、町が力を入れて取り組んだ方がよいテーマ、取り組みは何ですか 

・USJ 

・まちづくりに必要なこと 

・未病 

・松田町の人口の減少について理由テーマを調べたい。 

・食品が売っているところを作る。 

・学校の裏の駐車場をつくってほしい。 

・治安について 

・買い物をするところを増やす 

・ハーブガーデンにカフェや何かの建物を建てる。 

・駐車場にバイクが止められるようにする。 

・お店などを増やす 

・隣町と交流を深めるためについて考えよう 
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（３）感想やもっと話したかったこと 

・たのしかった 

・今日はいろいろ楽しいこどもカフェをできたのでうれしいです（本人の感想） 

・松田のことが知れてとても楽しかったです。また、やりたいです。 

・リーダーで発表してとても緊張した。 

・一番は町の安全なので松中警備員さんを配置してほしい 

・おやつがあっておいしかったです。 

・私の家（惣領 373-14）の前の家がジャングルのようになっていて蜂などがいて迷惑なので言っ 

てほしいです。 

・オレンジジュースじゃなくてみつやサイダーがいい 

・初めて会った人たちの名前などを知れてよかった。まったり、ゆっくりできてよかった。 

・また、こんな取り組みに参加したいと思った。 

・いろんな人たちと話すことができてよかった。 

・みんなの意見を聞いて松田町に欲しいものがわかってよかった 

 

（４）町長に言いたいこと・聞きたいこと  

・仲町屋にある橋が危ないので安全に通れるようにしてほしい 

・松田中学校の警備員をもっと増やして欲しい 
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（１）子どもカフェを終えて 

ご参加された皆さま、また、保護者の皆さまに置かれましては、この度子どもカフェにご参加いた

だきありがとうございます。 

今回は３つのテーマについて、短い時間にもかかわらず多くの意見が飛び交い活発な意見交換が

されており子ども達は真剣に町の問題に取り組んでいただきました。 

意見交換や発表の場で提案いただいた、子ども達の柔軟性のある意見は、どれも目新しいものが

あり、今後町が行う事業の一考とさせていただき、チルドレンファーストの松田町となるよう努力し

てまいります。 

 町長への質問につきましては、場所の特定をし、対応できるかを含め検討させていただきます。 

  

 

（２）各テーマの担当職員から 

コスモスグループ：寄地区のこれからについて考えよう 

寄地区にあったら行ってみたくなる施設について意見交換を実施したところ、親子連れで行

きたいと思う施設が多数意見と寄せられました。 

児童からは、身近に遊べる施設を望む声が多く、子どもの満足度を高めるまちづくりという観

点も必要ではないかと感じました。 

 

   さくらグループ：松田山のこれからを考えよう 

町内在住であっても、松田山（西平畑公園）に遊びに行ったことが無い児童が多く、なにがあ

れば行きたくなるか、という視点で意見が寄せられました。 

自然資源を生かし、養蜂を行いはちみつを作るなど、固定概念に縛られない意見があり、観光

資源の洗い出しには固定概念を無くす事も重要だと感じられました。 

 

   ロウバイグループ：松田町の買物環境 「お買い物」について一緒に考えてみましょう 

アパレル関係の店舗、ショッピングモール、スポーツ施設やアミューズメント施設を望む声が多

かったです。 

町内にはそういった「楽しめる場所」がないという認識を持っていることが感じられました。 

 

 

 

 

４.総括・総評 


